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(57)【要約】
【課題】
  スクリュープレスで紙粉を含む水性スラリーを圧搾す 
る際に、固形異物によるメッシュの損傷を防止する。メ 
ッシュを通過した紙粉と固形異物も篩い分けし、かつ回 
収した紙粉の含水率を許容範囲内に留める。
【構成】  固形異物と紙粉を含有する水性スラリーを、 
目開きが１.５ｍｍ以上３ｍｍ以下のメッシュを備えた 
スクリュープレスにより圧搾することにより、紙粉及び 
固形異物と、前記メッシュを通過した液状成分とに分離 
する。次いで液状成分を目開き１ｍｍ以下の篩にかける 
ことにより、紙粉及び固形異物を分離する。
【選択図】    図１  

審査請求　未請求　請求項の数　2　　ＯＬ　（全9頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
固 形 異 物 と 紙 粉 を 含 有 す る 水 性 ス ラ リ ー を 圧 搾 す る 方 法 に お い て 、
前 記 水 性 ス ラ リ ー を 、 目 開 き が １ . ５ ｍ ｍ 以 上 ３ ｍ ｍ 以 下 の メ ッ シ ュ を 備 え た ス ク リ ュ ー  
プ レ ス に よ り 圧 搾 す る こ と に よ り 、 紙 粉 及 び 固 形 異 物 と 、 前 記 メ ッ シ ュ を 通 過 し た 液 状 成  
分 と に 分 離 す る 圧 搾 ス テ ッ プ と 、
前 記 液 状 成 分 を 目 開 き １ ｍ ｍ 以 下 の 篩 に か け る こ と に よ り 、 紙 粉 及 び 固 形 異 物 を 液 状 成 分  
か ら 篩 い 分 け る 篩 い 分 け ス テ ッ プ 、 と を 行 う こ と を 特 徴 と す る 、 固 形 異 物 と 紙 粉 を 含 有 す  
る 水 性 ス ラ リ ー の 圧 搾 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
廃 石 膏 ボ ー ド 由 来 の 半 水 及 び ／ 又 は 無 水 I I I 型 の 石 膏 を 水 性 媒 体 と 混 合 す る こ と に よ り 紙  
粉 と 固 形 異 物 を 含 有 す る 石 膏 ス ラ リ ー と し 、 次 い で 石 膏 ス ラ リ ー 中 に 二 水 石 膏 粒 子 を 析 出  
さ せ る 析 出 ス テ ッ プ と 、
石 膏 ス ラ リ ー 中 か ら 二 水 石 膏 粒 子 を 固 液 分 離 に よ り 抽 出 す る 固 液 分 離 ス テ ッ プ 、 と を 行 う  
方 法 に お い て 、
前 記 石 膏 ス ラ リ ー を 、 目 開 き が １ . ５ ｍ ｍ 以 上 ３ ｍ ｍ 以 下 の メ ッ シ ュ を 備 え た ス ク リ ュ ー  
プ レ ス に よ り 圧 搾 す る こ と に よ り 、 紙 粉 及 び 固 形 異 物 と 、 前 記 メ ッ シ ュ を 通 過 し た 石 膏 ス  
ラ リ ー と に 分 離 す る 圧 搾 ス テ ッ プ と 、
前 記 メ ッ シ ュ を 通 過 し た 石 膏 ス ラ リ ー を 、 目 開 き １ ｍ ｍ 以 下 の 篩 に か け る こ と に よ り 、 篩  
上 の 紙 粉 及 び 固 形 異 物 と 篩 下 の 石 膏 ス ラ リ ー と に 篩 い 分 け る 篩 い 分 け ス テ ッ プ 、 と を 行 う  
こ と を 特 徴 と す る 、 廃 石 膏 ボ ー ド の 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 固 形 異 物 と 紙 粉 を 含 有 す る 水 性 ス ラ リ ー の 圧 搾 方 法 に 関 し 、 例 え ば 廃 石 膏 ボ ー  
ド 由 来 の 、 固 形 異 物 と 紙 粉 を 含 む 石 膏 ス ラ リ ー の 圧 搾 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
廃 石 膏 ボ ー ド 由 来 の 石 膏 ス ラ リ ー に は 、 石 膏 以 外 に 、 紙 粉 と 、 金 具 な ど の 金 属 片 及 び 砂 、  
砂 利 な ど が 含 ま れ て い る 。 な お こ の 明 細 書 で は 、 金 属 片 、 砂 、 砂 利 な ど の 固 形 の 異 物 を 固  
形 異 物 と 呼 ぶ 。 廃 石 膏 ボ ー ド か ら 石 膏 を 回 収 す る に は 、 紙 片 と 固 形 異 物 を 分 離 す る 必 要 が  
あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
関 連 す る 先 行 技 術 を 示 す 。 特 許 文 献 １ ( 特 開 ２ ０ ２ ０ － ６ ５ ９ ７ ５ ) で は 、 廃 石 膏 ボ ー ド を  
破 砕 し た 後 、 か 焼 す る こ と に よ り 、 石 膏 を 半 水 石 膏 あ る い は 無 水 I I I 型 石 膏 と す る 。 得 ら  
れ た 半 水 等 の 石 膏 を 水 と 混 合 す る こ と に よ り 石 膏 ス ラ リ ー と し 、 析 出 槽 で 二 水 石 膏 粒 子 を  
析 出 さ せ る 。 そ し て 石 膏 ス ラ リ ー を 異 物 分 離 装 置 に 導 き 、 石 膏 ス ラ リ ー と の 比 重 差 を 利 用  
し 、 固 形 異 物 を 沈 降 さ せ 分 離 す る 。 ま た 振 動 篩 を 用 い 、 石 膏 ス ラ リ ー 中 の 紙 粉 を 分 離 す る  
。 こ の 方 法 で は 、 紙 粉 の 含 水 率 が 高 い た め 、 紙 粉 の 脱 水 が 必 要 で あ る 。 発 明 者 は 、 よ り 効  
率 的 に 廃 石 膏 ボ ー ド 由 来 の 石 膏 ス ラ リ ー か ら 紙 粉 と 固 形 異 物 を 分 離 す る こ と を 検 討 し た 。  
な お 固 形 異 物 と 紙 粉 を 含 む ス ラ リ ー か ら 、 固 形 異 物 と 紙 粉 を 効 率 的 に 分 離 す る 必 要 が あ る  
こ と は 、 廃 石 膏 ボ ー ド 由 来 の ス ラ リ ー に 限 ら な い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － ６ ５ ９ ７ ５
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
発 明 者 は 、 ベ ル ト プ レ ス あ る い は ス ク リ ュ ー プ レ ス に よ り 石 膏 ス ラ リ ー を 圧 搾 す る こ と を  
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検 討 し た 。 こ の 検 討 か ら 、 ベ ル ト プ レ ス に よ り 含 水 率 の 低 い 紙 粉 を 取 り 出 す こ と は 難 し く  
、 ス ク リ ュ ー プ レ ス の 方 が よ り 効 率 的 に 圧 搾 で き る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ス ク リ ュ ー プ レ ス で は 、 ス ク リ ュ ー の 羽 根 に よ り ス ラ リ ー 中 の 紙 粉 と 固 形 異 物 を 出 口 側 へ  
圧 縮 し な が ら 押 し 込 み 、 ス ク リ ュ ー の 周 囲 の メ ッ シ ュ か ら 液 状 成 分 を 排 出 す る 。 し か し な  
が ら 、 ス ラ リ ー 中 に は 金 属 片 や 砂 利 等 の 硬 質 の 固 形 異 物 が 混 入 し て い る の で 、 メ ッ シ ュ は  
頻 繁 に 損 傷 し 、 ス ク リ ュ ー プ レ ス を 連 続 運 転 す る こ と は 難 し か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 発 明 の 課 題 は 、 廃 石 膏 ボ ー ド 由 来 の 石 膏 ス ラ リ ー 等 の 水 性 ス ラ リ ー を ス ク リ ュ ー プ レ  
ス で 圧 搾 す る 際 の メ ッ シ ュ の 損 傷 を 減 ら す こ と 、 及 び 水 性 ス ラ リ ー か ら 分 離 し た 紙 粉 の 含  
水 率 を 許 容 範 囲 内 に 保 つ こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 発 明 の 固 形 異 物 と 紙 粉 を 含 有 す る 水 性 ス ラ リ ー の 圧 搾 方 法 は 、
水 性 ス ラ リ ー を 、 目 開 き が １ . ５ ｍ ｍ 以 上 ３ ｍ ｍ 以 下 の メ ッ シ ュ を 備 え た ス ク リ ュ ー プ レ  
ス に よ り 圧 搾 す る こ と に よ り 、 紙 粉 及 び 固 形 異 物 と 、 前 記 メ ッ シ ュ を 通 過 し た 液 状 成 分 と  
に 分 離 す る 圧 搾 ス テ ッ プ と 、
前 記 液 状 成 分 を 目 開 き １ ｍ ｍ 以 下 の 篩 に か け る こ と に よ り 、 紙 粉 及 び 固 形 異 物 を 液 状 成 分  
か ら 篩 い 分 け る 篩 い 分 け ス テ ッ プ 、 と を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 発 明 の 廃 石 膏 ボ ー ド の 処 理 方 法 は 、 廃 石 膏 ボ ー ド 由 来 の 半 水 及 び ／ 又 は 無 水 I I I 型 の  
石 膏 を 水 性 媒 体 と 混 合 す る こ と に よ り 紙 粉 と 固 形 異 物 を 含 有 す る 石 膏 ス ラ リ ー と し 、 次 い  
で 石 膏 ス ラ リ ー 中 に 二 水 石 膏 粒 子 を 析 出 さ せ る 析 出 ス テ ッ プ と 、
石 膏 ス ラ リ ー 中 か ら 二 水 石 膏 粒 子 を 固 液 分 離 に よ り 抽 出 す る 固 液 分 離 ス テ ッ プ 、 と を 行 う  
方 法 に お い て 、
前 記 石 膏 ス ラ リ ー を 、 目 開 き が １ . ５ ｍ ｍ 以 上 ３ ｍ ｍ 以 下 の メ ッ シ ュ を 備 え た ス ク リ ュ ー  
プ レ ス に よ り 圧 搾 す る こ と に よ り 、 紙 粉 及 び 固 形 異 物 と 、 前 記 メ ッ シ ュ を 通 過 し た 石 膏 ス  
ラ リ ー と に 分 離 す る 圧 搾 ス テ ッ プ と 、
前 記 メ ッ シ ュ を 通 過 し た 石 膏 ス ラ リ ー を 、 目 開 き １ ｍ ｍ 以 下 の 篩 に か け る こ と に よ り 、 篩  
上 の 紙 粉 及 び 固 形 異 物 と 篩 下 の 石 膏 ス ラ リ ー と に 篩 い 分 け る 篩 い 分 け ス テ ッ プ 、 と を 行 う  
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
水 性 ス ラ リ ー を 連 続 的 に 圧 搾 す る 装 置 と し て 、 ス ク リ ュ ー プ レ ス と ベ ル ト プ レ ス 等 が 知 ら  
れ て い る 。 し か し な が ら 、 紙 粉 を 含 有 す る 水 性 ス ラ リ ー か ら 、 ベ ル ト プ レ ス に よ り 含 水 率  
の 低 い 紙 粉 を 取 り 出 す こ と は 難 し か っ た 。 ま た 金 属 等 の 固 形 異 物 を 含 有 す る 水 性 ス ラ リ ー  
で は 、 固 形 異 物 に よ る ベ ル ト の 損 傷 を 避 け る こ と が で き な い 。 そ こ で こ の 発 明 で は 、 ス ク  
リ ュ ー プ レ ス に よ り 水 性 ス ラ リ ー か ら 異 物 含 有 紙 粉 を 取 り 出 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
ス ク リ ュ ー プ レ ス で は 、 ス ク リ ュ ー に よ り 水 性 ス ラ リ ー を 出 口 側 へ 押 し 込 み 、 液 状 成 分 を  
ス ク リ ュ ー の 周 囲 の メ ッ シ ュ か ら 排 出 す る 。 メ ッ シ ュ の 目 開 き が 小 さ い ほ ど 、 液 状 成 分 と  
共 に 排 出 さ れ る 異 物 含 有 紙 粉 を 少 な く で き る 。 こ の た め 含 水 率 の 低 い 異 物 含 有 紙 粉 を 取 り  
出 す と い う 点 で は 、 メ ッ シ ュ の 目 開 き は １ ｍ ｍ 以 下 が 好 ま し い 。 し か し な が ら 目 開 き が 小  
さ な メ ッ シ ュ は 同 時 に 薄 肉 の メ ッ シ ュ で も あ り 、 固 形 異 物 に よ り メ ッ シ ュ が 頻 繁 に 損 傷 す  
る 。 そ こ で メ ッ シ ュ の 損 傷 を 抑 制 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 発 明 で は 、 ス ク リ ュ ー プ レ ス の メ ッ シ ュ の 目 開 き ( 開 口 径 ) を １ . ５ ｍ ｍ 以 上 ３ ｍ ｍ 以  
下 、 好 ま し く は ２ ｍ ｍ 以 上 ３ ｍ ｍ 以 下 と す る 。 こ の こ と に よ り 、 メ ッ シ ュ の 肉 厚 を 例 え ば  
１ . ５ ｍ ｍ 以 上 ３ ｍ ｍ 以 下 、 好 ま し く は ２ ｍ ｍ 以 上 ３ ｍ ｍ 以 下 と す る こ と が 可 能 に な る 。  
即 ち 、 メ ッ シ ュ の 開 口 は 一 般 に パ ン チ ン グ で 設 け る た め 、 メ ッ シ ュ の 肉 厚 は 目 開 き と 同 じ  
程 度 の 値 が 上 限 と な る 。 こ の 発 明 で は 、 メ ッ シ ュ の 目 開 き を 大 き く す る こ と に よ り 、 肉 厚  
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を 増 す こ と を 可 能 に し 、 メ ッ シ ュ の 損 傷 を 抑 制 す る 。 な お メ ッ シ ュ の 目 開 き が ３ ｍ ｍ を 越  
え る と 、 ス ク リ ュ ー プ レ ス が 詰 ま り や す く な り 、 ま た 取 り 出 し た 異 物 含 有 紙 粉 の 含 水 率 が  
増 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
目 開 き が １ . ５ ｍ ｍ 以 上 ３ ｍ ｍ 以 下 の メ ッ シ ュ を 用 い る こ と に よ り 、 メ ッ シ ュ の 損 傷 は 少  
な く な る が 、 液 状 成 分 中 に 異 物 含 有 紙 粉 が 混 入 す る 。 そ こ で ス ク リ ュ ー プ レ ス の メ ッ シ ュ  
を 通 過 し た 液 状 成 分 を 目 開 き １ ｍ ｍ 以 下 の 篩 に か け 、 異 物 含 有 紙 粉 を 液 状 成 分 か ら 篩 い 分  
け る 。 大 き な サ イ ズ の 固 形 異 物 は ス ク リ ュ ー プ レ ス の メ ッ シ ュ を 通 過 し な い の で 、 固 形 異  
物 に よ り 篩 の 網 目 が 損 傷 す る こ と は な い 。 篩 上 の 異 物 含 有 紙 粉 は 含 水 率 が 高 い が 、 異 物 含  
有 紙 粉 の 大 部 分 は ス ク リ ュ ー プ レ ス に よ り 液 状 成 分 と 分 離 済 み で あ る 。 こ の た め 篩 を 通 過  
し た 異 物 含 有 紙 粉 の 含 水 率 が 高 く て も 、 全 体 と し て 許 容 範 囲 内 の 異 物 含 有 紙 粉 を 回 収 で き  
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
篩 の 目 開 き が 小 さ い ほ ど 、 異 物 含 有 紙 粉 の 含 水 率 を 小 さ く で き る が 、 同 時 に 網 目 の 強 度 が  
低 下 す る た め 、 固 形 異 物 に よ り 損 傷 し や す く な る 。 こ の た め 篩 の 目 開 き は 、 好 ま し く は ０  
. ４ ｍ ｍ 以 上 ０ . ８ ｍ ｍ 以 下 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 発 明 で は 、 ス ク リ ュ ー プ レ ス の メ ッ シ ュ の 損 傷 を 抑 制 し 、 か つ 許 容 範 囲 内 の 含 水 率 の  
異 物 含 有 紙 粉 を 水 性 ス ラ リ ー か ら 抽 出 で き る 。 処 理 対 象 は 、 廃 石 膏 ボ ー ド 由 来 の 石 膏 ス ラ  
リ ー に 限 ら ず 、 紙 粉 と 固 形 異 物 を 含 む 水 性 の ス ラ リ ー で あ れ ば 任 意 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の 二 水 石 膏 回 収 プ ラ ン ト の 概 略 図
【 図 ２ 】 ス ク リ ュ ー プ レ ス の 要 部 断 面 図
【 図 ３ 】 ス ク リ ュ ー プ レ ス の メ ッ シ ュ の 平 面 図
【 図 ４ 】 メ ッ シ ュ の 断 面 図
【 図 ５ 】 変 形 例 の メ ッ シ ュ の 平 面 図
【 図 ６ 】 第 ２ の 変 形 例 の メ ッ シ ュ の 平 面 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
以 下 に 本 発 明 を 実 施 す る た め の 実 施 例 を 示 す 。 こ の 発 明 の 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載  
に 基 づ き 、 明 細 書 の 記 載 と こ の 分 野 で の 周 知 技 術 と を 参 酌 し 、 当 業 者 の 理 解 に 従 っ て 定 め  
ら れ る べ き で あ る 。 こ の 発 明 の 範 囲 は 実 施 例 に よ り 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ ～ 図 ６ に 実 施 例 と そ の 変 形 と を 示 す 。 図 １ は 廃 石 膏 ボ ー ド の 処 理 を 示 し 、 廃 石 膏 ボ ー  
ド を 破 砕 機 ２ で 破 砕 し 、 必 要 で あ れ ば 破 砕 後 に さ ら に 粉 砕 し て も 良 く 、 ま た 図 示 し な い 磁  
選 機 に よ り 金 属 異 物 を 分 離 す る 。 破 砕 に よ り 得 ら れ た 石 膏 粒 体 を サ イ ロ ４ に 蓄 え 、 か 焼 機  
６ で か 焼 す る こ と に よ り 半 水 石 膏 あ る い は 無 水 I I I 型 石 膏 の 粒 体 と す る 。 こ の 粒 体 に は 、  
破 砕 、 粉 砕 、 及 び 磁 選 を 施 し て も 、 石 膏 以 外 に 、 紙 粉 と 、 金 属 片 、 砂 、 砂 利 等 の 固 形 異 物  
が 含 ま れ 、 固 形 異 物 は 硬 質 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
石 膏 粒 体 と 、 固 液 分 離 装 置 １ ６ か ら の ろ 液 を 混 合 槽 ８ で 混 合 す る こ と に よ り 石 膏 ス ラ リ ー  
と し 、 析 出 槽 １ ０ で 撹 拌 下 に 熟 成 す る こ と に よ り 石 膏 ス ラ リ ー 中 に 二 水 石 膏 粒 子 を 析 出 さ  
せ る 。 混 合 槽 ８ を 経 由 せ ず に 、 析 出 槽 １ ０ で ろ 液 と 石 膏 粒 体 を 直 接 混 合 し て も 良 い 。 ま た  
図 １ に は 多 段 の 析 出 槽 １ ０ を 示 す が 、 １ 段 で も 良 く 、 段 数 は 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
析 出 槽 １ ０ の 石 膏 ス ラ リ ー を ス ク リ ュ ー プ レ ス １ ２ に よ り 圧 搾 し 、 異 物 含 有 紙 粉 を 分 離 す  
る 。 ス ク リ ュ ー プ レ ス １ ２ を 通 過 し た 液 状 成 分 を 、 振 動 篩 等 の 篩 １ ４ に か け 、 篩 上 の 異 物  
含 有 紙 粉 を 取 り 出 す 。 ス ク リ ュ ー プ レ ス １ ２ 及 び 篩 １ ４ か ら 異 物 含 有 紙 粉 が 得 ら れ 、 例 え  
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ば 風 乾 後 に 、 サ イ ク ロ ン 等 に よ り 紙 粉 と 固 形 異 物 を 分 離 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
篩 １ ４ の 篩 下 の 液 状 成 分 を フ ィ ル タ ー プ レ ス 等 の 固 液 分 離 装 置 １ ６ に よ り 固 液 分 離 し 、 二  
水 石 膏 粒 子 の 粉 体 と ろ 液 と に 分 離 し 、 ろ 液 は た と え は 混 合 槽 ８ へ 還 流 す る 。 な お 篩 １ ４ を  
通 過 し た 液 状 成 分 を 析 出 槽 １ ０ 等 へ 還 流 し 、 固 液 分 離 装 置 １ ６ へ は 別 途 に 石 膏 ス ラ リ ー を  
供 給 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ は ス ク リ ュ ー プ レ ス １ ２ の 構 造 を 示 す 。 ス ク リ ュ ー 軸 ２ ０ を 駆 動 部 ２ ７ に よ り 回 転 さ  
せ 、 ス ク リ ュ ー 軸 ２ ０ に 設 け た 羽 根 ２ １ に よ り ス ラ リ ー を 図 の 左 か ら 右 へ 圧 搾 し な が ら 押  
し 込 む 。 多 数 の 開 口 を 備 え る 円 筒 状 の メ ッ シ ュ ２ ２ が 羽 根 ２ １ の 周 囲 を 取 り 囲 む 。 ス ク リ  
ュ ー 軸 ２ ０ の 直 径 は 図 の 右 側 で 大 き く な り 、 メ ッ シ ュ ２ ２ と ス ク リ ュ ー 軸 ２ ０ の 隙 間 が 図  
の 右 側 で 狭 く な る た め 、 ス ラ リ ー は 圧 搾 さ れ る 。 メ ッ シ ュ ２ ２ の さ ら に 外 周 を 外 筒 ２ ３ が  
覆 っ て い る 。 図 の 左 側 の 投 入 口 ２ ４ か ら 石 膏 ス ラ リ ー を メ ッ シ ュ ２ ２ 内 に 投 入 し 、 メ ッ シ  
ュ ２ ２ を 通 過 し た 液 状 成 分 は 、 液 状 成 分 出 口 ２ ５ か ら 排 出 さ れ 、 ス ク リ ュ ー 軸 ２ ０ に よ り  
メ ッ シ ュ ２ ２ の 右 端 ま で 搬 送 さ れ た 異 物 含 有 紙 粉 は 、 固 形 分 出 口 ２ ６ か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ は メ ッ シ ュ ２ ２ の 平 面 を 、 図 ４ は 断 面 を 示 す 。 メ ッ シ ュ ２ ２ は 鋼 等 の 金 属 板 ３ ０ か ら  
成 り 、 パ ン チ ン グ に よ り 円 形 の 開 口 ３ １ が 多 数 設 け ら れ て い る 。 金 属 板 ３ ０ の 肉 厚 を ｔ 、  
開 口 ３ １ の 直 径 ( 目 開 き ) を Ｒ と す る と 、 肉 厚 ｔ が 大 き い ほ ど メ ッ シ ュ ２ ２ の 強 度 が 増 す 。  
肉 厚 ｔ を 直 径 Ｒ よ り も 大 き く す る と パ ン チ ン グ が 困 難 に な る の で 、 肉 厚 ｔ は 直 径 Ｒ と ほ ぼ  
等 し く す る 、 例 え ば （ ｔ ／ Ｒ － １ ） の 値 を ± ０ . ２ 以 内 と す る こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま  
し く は ± ０ . １ 以 内 と す る 。 そ し て 開 口 ３ １ の 直 径 Ｒ が １ ｍ ｍ 未 満 で は メ ッ シ ュ ２ ２ が 頻  
繁 に 破 損 し た の で 、 直 径 Ｒ を １ . ５ ｍ ｍ 以 上 、 好 ま し く は ２ ｍ ｍ 以 上 と し 、 肉 厚 ｔ も １ . ５  
ｍ ｍ 以 上 が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は ２ ｍ ｍ 以 上 と す る 。 開 口 ３ １ の 直 径 が ３ ｍ ｍ を 越 え  
る と 、 ス ク リ ュ ー 軸 ２ ０ と メ ッ シ ュ ２ ２ の 間 に ス ラ リ ー が 詰 ま り や す く な り 、 ま た 固 形 分  
出 口 ２ ６ か ら 排 出 さ れ る 異 物 含 有 紙 粉 の 含 水 率 が 増 し た 。 こ の た め 直 径 Ｒ は ３ ｍ ｍ 以 下 と  
し 、 特 に 限 定 す る も の で は な い が 肉 厚 ｔ も 例 え ば ３ ｍ ｍ 以 下 に す る 。 開 口 ３ １ の 直 径 Ｒ と  
肉 厚 ｔ の 範 囲 の 好 ま し い 範 囲 は 以 下 の 通 り で あ る 。
・ 好 ま し い 範 囲 ：     １ . ５ ｍ ｍ ≦ Ｒ ≦ ３ ｍ ｍ   で   ｔ ≒ Ｒ   １ . ５ ｍ ｍ ≦ t ≦ ３ ｍ ｍ
・ よ り 好 ま し い 範 囲 ：   ２ ｍ ｍ ≦ Ｒ ≦ ３ ｍ ｍ    で   ｔ ≒ Ｒ     ２ ｍ ｍ ≦ t ≦ ３ ｍ ｍ
・ い ず れ の 場 合 も     － ０ . ２ ≦ ｔ ／ Ｒ － １ ≦ ０ . ２   で   よ り 好 ま し く は
－ ０ . １ ≦ ｔ ／ Ｒ － １ ≦ ０ . １   
【 ０ ０ ２ ４ 】
メ ッ シ ュ ２ ２ の 開 口 ３ １ が 円 形 で は な い 場 合 、 開 口 の 内 接 円 の 直 径 を 目 開 き と す る 。 例 え  
ば 図 ５ の 開 口 ４ ０ で は 鎖 線 で 示 す 内 接 円 ４ １ の 直 径 を 目 開 き と し 、 図 ６ の 開 口 ５ ０ で は 鎖  
線 で 示 す 内 接 円 ５ １ の 直 径 を 目 開 き と す る 。 開 口 ３ １ 等 の サ イ ズ が 大 小 複 数 有 る 場 合 、 目  
開 き の 値 が Ｒ の 開 口 の 個 数 を ｎ ( Ｒ ) と し て 、   { Σ ｎ ( Ｒ ) ・ Ｒ } ／ Σ ｎ ( Ｒ )
（ Σ は Ｒ の 分 布 範 囲 で 加 算 ）   に よ り 、 目 開 き の 平 均 値 を 求 め る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
開 口 ３ １ の 合 計 面 積 を メ ッ シ ュ ２ ２ の 見 か け の 面 積 ( 開 口 ３ １ を 含 む 面 積 ) で 割 っ た も の を  
、 メ ッ シ ュ ２ ２ の 開 口 率 と す る と 、 開 口 率 は 例 え ば １ ５ ％ 以 上 ３ ０ ％ 以 下 が 好 ま し い 。 な  
お 開 口 率 を 大 き く す る と 、 異 物 含 有 紙 粉 の 含 水 率 が 低 下 し 、 そ の 一 方 で メ ッ シ ュ ２ ２ の 強  
度 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ス ク リ ュ ー プ レ ス １ ２ に よ り 大 き な サ イ ズ の 固 形 異 物 を 分 離 す る の で 、 篩 １ ４ が 固 形 異 物  
に よ り 破 損 す る お そ れ は 小 さ い 。 ま た 篩 １ ４ か ら 得 ら れ る 異 物 含 有 紙 粉 の 量 は 、 ス ク リ ュ  
ー プ レ ス １ ２ か ら 得 ら れ る 異 物 含 有 紙 粉 の 量 よ り も 遙 か に 少 な い 。 こ の た め 篩 １ ４ か ら 得  
ら れ る 異 物 含 有 紙 粉 の 含 水 率 が 高 く て も 、 全 体 と し て は 含 水 率 の 増 加 は 僅 か で あ る 。 そ こ  
で 篩 １ ４ は 目 開 き が １ ｍ ｍ 以 下 、 好 ま し く は ０ . ４ ｍ ｍ 以 上 ０ . ８ ｍ ｍ 以 下 の 、 目 が 粗 い 篩  
と す る 。 篩 １ ４ の 網 目 は 例 え ば 金 属 製 で あ る が 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 で も 良 い 。 目 開 き の 測 定  
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で は 、 １ イ ン チ 等 の 所 定 長 さ 当 た り の 開 口 の 数 を 光 学 顕 微 鏡 に よ り 測 定 す る と 共 に 、 網 目  
を 構 成 す る 金 属 線 等 の 直 径 を 、 同 じ 光 学 顕 微 鏡 に よ り あ る い は マ イ ク ロ メ ー タ に よ り 測 定  
す る 。 上 記 の 所 定 長 か ら 金 属 線 等 の 直 径 に そ の 本 数 を 掛 け た も の を 引 き 、 開 口 の 数 で 割 る  
と 、 篩 １ ４ の 目 開 き が 求 ま る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
実 験 例   
紙 粉 と 固 形 異 物 の 合 計 濃 度 が １ ０ ｗ ｔ ％ の 石 膏 ス ラ リ ー （ 水 と 石 膏 の 合 計 濃 度 が ９ ０ ｗ ｔ  
％ ） を 、 目 開 き が ２ ｍ ｍ で 肉 厚 も ２ ｍ ｍ の メ ッ シ ュ ２ ２ を 備 え た ス ク リ ュ ー プ レ ス １ ２ に  
よ り 、 ５ ５ ０ ｋ ｇ ／ ｈ の 処 理 速 度 で 圧 搾 し た 。 固 形 分 出 口 ２ ６ か ら 得 ら れ た 固 形 分 は 乾 燥  
重 量 が ５ ４ ｋ ｇ ／ ｈ 、 付 着 水 が ３ ６ ｋ ｇ ／ ｈ で 、 含 水 率 は ４ ０ ｗ ｔ ％ で あ っ た 。 液 状 成 分  
出 口 ２ ５ か ら 得 ら れ た 液 状 成 分 を 、 目 開 き ０ . ５ ｍ ｍ の 振 動 篩 １ ４ に よ り 処 理 し た 。 異 物  
含 有 紙 粉 の 乾 燥 重 量 は １ ｋ ｇ ／ ｈ 、 付 着 水 は ４ ｋ ｇ ／ ｈ で 、 含 水 率 は ８ ０ ｗ ｔ ％ で あ っ た  
。 全 体 と し て 異 物 含 有 紙 粉 を ５ ５ ｋ ｇ ／ ｈ で ほ ぼ 全 量 回 収 し 、 付 着 水 は ４ ０ ｋ ｇ ／ ｈ で 、  
含 水 率 は ４ ２ ｗ ｔ ％ で あ っ た 。 異 物 含 有 紙 粉 は 例 え ば 送 風 乾 燥 に よ り 乾 燥 し 、 サ イ ク ロ ン  
に よ り 固 形 異 物 と 紙 粉 と を 分 離 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
比 較 例
ス ク リ ュ ー プ レ ス １ ２ の メ ッ シ ュ ２ ２ の 目 開 き を ０ . ５ ｍ ｍ （ 肉 厚 も ０ . ５ ｍ ｍ ） に 変 更 し  
、 実 施 例 と 同 一 の 石 膏 ス ラ リ ー を ５ ５ ０ ｋ ｇ ／ ｈ で 連 続 的 に 圧 搾 し た 。 出 口 ２ ５ か ら の 液  
状 成 分 は 異 物 含 有 紙 粉 を ほ と ん ど 含 ま ず 、 篩 １ ４ に よ る 処 理 は 不 要 で あ っ た 。 し か し 運 転  
開 始 か ら 約 ８ ０ 時 間 で 、 メ ッ シ ュ ２ ２ が 破 損 し 運 転 不 能 に な っ た 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
２     破 砕 機
４     サ イ ロ
６     か 焼 機
８     混 合 槽
１ ０   析 出 槽
１ ２   ス ク リ ュ ー プ レ ス
１ ４   篩
１ ６   固 液 分 離 装 置
２ ０   ス ク リ ュ ー 軸
２ １   羽 根
２ ２   メ ッ シ ュ
２ ３   外 筒
２ ４   投 入 口
２ ５   液 状 成 分 出 口
２ ６   固 形 分 出 口
２ ７   駆 動 部
３ ０   金 属 板
３ １   開 口
４ ０ ， ５ ０   開 口
４ １ ， ５ １   内 接 円     
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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